
令和７年第２回川崎市議会定例会

請 願 陳 情 文 書 表

（その２）
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－1－ 

請 願 文 書 表

受理番号 受理年月日 件  名 請 願 提 出 者 紹 介 議 員 要   旨 付託委員会 

27 7. 6.  6

現宮前区役所・市民館 

・図書館の存続と鷺沼

駅前再開発の見直しに

関する請願 

宮前区 

現宮前区役所・市民

館・図書館の存続と

鷺沼駅前再開発を考

える会事務局長 

ほか 2,218名 

石 川 建 二 １ 防災の観点から、現宮前区役所・消防署・

警察署の連携と避難所としての現市民館・図

書館の総合的存続を強く求めます。また、鷺

沼駅前再開発地区には、市民館・図書館の分

館をつくることを求めます。 

２ 鷺沼駅再開発事業で、建設費のこれ以上の

市税負担はしないことを求めます。 

３ 鷺沼再開発地区のタワーマンションの中低

層化を求めます。 

まちづくり

委員会 
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－2－ 

受理番号 受理年月日 件  名 請 願 提 出 者 紹 介 議 員 要   旨 付託委員会 

28 7. 6. 23

希少生物が生息する環

境を守り、市民が誇れ 

る緑豊かな等々力緑地

の整備を求める請願 

中原区在住者 

ほか 86名 

野 田 雅 之 

宗 田 裕 之 

三 浦 恵 美 

希少生物が生息する環境を守り市民が誇れる 

緑豊かな等々力緑地の整備を進めてください。 

次の項目を請願します。 

１ 現在の催し物広場の防災拠点としての機能

と、等々力緑地が持つ役割をできるだけ維持

してください。 

２ 樹木の伐採を必要最小限とし、希少生物が

生息する環境を守ってください。 

３ 既存施設の有効活用により、適正な事業費

としてください。 

まちづくり

委員会 
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－3－ 

受理番号 受理年月日 件  名 請 願 提 出 者 紹 介 議 員 要   旨 付託委員会 

29 7. 6. 23

等々力緑地再編整備計

画における釣池の北側

及び東側の自然環境保

全に関する請願 

中原区 

ＴＯＤＯＲＯＫＩ☆

未来プロジェクト   

ほか 154名 

野 田 雅 之 

川 島 雅 裕 

鈴 木 朋 子 

宗 田 裕 之 

重 冨 達 也 

三 宅 隆 介 

飯 田   満 

三 浦 恵 美 

 等々力緑地の釣池及びその北側と東側につい

て、動植物の生息状況を的確に把握した上で、

現在の自然環境や生物多様性を保全しながら、

それらを緑地の魅力向上に生かすような整備計

画を検討してください。 

まちづくり

委員会 
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－4－ 

受理番号 受理年月日 件  名 請 願 提 出 者 紹 介 議 員 要   旨 付託委員会 

30 7. 6. 23

難聴対策の充実に関す

る請願 

中原区在住者 

ほか 1,410名 

宗 田 裕 之 

押 本 吉 司 

１ 市は補聴器購入者に補助制度を創設してく

ださい。 

２ 健診時の問診項目に「聞こえ」を入れて、

問題がある場合は耳鼻科検診を促すようにし

てください。 

３ 市内各地に「聞こえ相談室」を拡充し、聞

こえの検査・相談ができる体制を整備してく

ださい。 

４ 公的機関の窓口に聴覚補助機器を、公的施

設にはヒアリングループを設置して、難聴者

でも快適に利用できる環境を整えてくださ

い。 

５ 国に対して補聴器購入補助制度創設と定期

健診に聴力検査の追加を求める意見書を提出

してください。 

健康福祉 

委員会 

-
7
1
 
-



－1－ 

陳   情 文 書 表 

受理番号 受理年月日 件  名 陳 情 提 出 者 要   旨 付託委員会 

117 7. 6. 5

タワーマンション等の

大規模マンションにお

ける宅配の効率化と物

流の脱炭素化に向けた

検討を求める陳情 

高津区 

合同会社ＩＫロジ代表 

 市内で増加するタワーマンションや大規模マンションにお

いて、建物構造やセキュリティの厳格化により、宅配業者の

負担が深刻化しています。宅配業者の負担軽減や再配達削減、  

ＣＯ₂ 削減や持続可能な都市物流の確保に向けて、宅配ボッ

クス設置への助成など、実効性ある検討を求めます。 

環境委員会 
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－2－ 

受理番号 受理年月日 件  名 陳 情 提 出 者 要   旨 付託委員会 

118 7. 6. 20

川崎市民に釣り場の提

供を求める陳情 

藤沢市在住者  多くの釣りを楽しむ市民がいるにもかかわらず、なぜか行

政は目を向けていません。そこで、釣り場を市民に提供する

次の２案を陳情いたします。 

１ 東扇島防波堤の内部に安全防止柵を造り、釣りが安心し

てできるようにしていただきたい。事業は民間で行い、指

定管理者が行うこととします。その際、防波堤内の安全対

策、船舶の安全については国が認定した安全管理規程等を

所持することとします。予算は約2,000万円で、一人当たり

の入場料は3,000円とし、全額市に還元します。 

２ 釣り船の専用船を市民に提供していただきたい。その際、

船の係留場所、市民の集合場所の確保をお願いいたします。

事業は民間で行い、予算は約2,500万円で、入場料は一人当

たり3,000円とし、市に還元します。使用船舶については国

が認定した安全管理規程等の所持を条件とします。 

環境委員会 
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